
• 地域独占

• 総括原価

• 垂直一貫

• 事業者参入

• 卸市場の広域化

• 再エネの進展

従来の電力システム 改革の成果

FIT（固定価格買取）

• 需要家の選択肢や事業者の事業機会の拡大
• 電力市場の流動性の高まりと価格の低下
• 再エネ比率の上昇

第1次改革
の総括

(2021年まで)

電力システム改革（2011-2020）の振り返り

• 需要増に耐えうる持続可能な事業基盤と安定供給確保
• 成長志向型・地域共生型のGXの推進
• 合理的な価格水準の確保とサプライチェーンの強靭化

直面する
課題

(現時点)



1

持続可能なS+3Eを支える制度・政策
パフォーマンス駆動型政策

燃料価格に左右されにくい安定電源の確保としての原子力発電の必要性

レベニューキャップ

脱炭素電源と
安定供給



エネルギー政策の重点：S + 3E

安定供給

脱炭素化経済効率

安全性 2
2

・ メリットオーダーの追求
・ （小売）事業者参入と

多様なサービスの提供

・ CN2050宣言
・ FITや優先給電など

再エネの推進

合理的な価格水準の確保とサプライチェーンの強靭化

需要増に耐えうる持続可能な事業基盤と安定供給確保

成長志向型・地域共生型のGXの推進
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